
〇台所に天ぷらの油を流すと、下水道管の中で固まってつまってしまうことがわかり、お母さんに教えよう

と思いました。 

〇学校や家の水道から出る水は、どこから来ているのかいつも気になっていました。知れてよかったです。 

〇大人になっても忘れずに、いろんな所で水を大切にしていきたいです。 

〇世界中で、水道水が飲める国は１５か国しかないことがわかりました。飲める水にしてくれている人に 

感謝しようと思いました。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 6 月１５日（木）帯広市上下水道部か 

ら講師を招いて、４年生の「水道出前講座」 

を行いました。 

 ４年生は、昨年度校舎裏を流れる機関庫の川で、体験活動や調査活動をしながら、機関庫の川は

どんな川なのか。清流なのか。１０年後の機関庫の川を想像して、自分にできることを考える学習

をしてきました。 

 この日は、社会科の学習で、機関庫の川が流れ 

込む札内川の水が、自分たちのくらしを支えている 

ことを実感し、自分たちの生活の中でできることを 

考えていくことを目指していました。 

 稲田浄水場の職員の方が、「札内川は、８回も 

きれいな水（清流）日本一に選ばれたんだよ。」 

「わたしたちの飲んでいる水はもとがきれいなの 

で、殺菌するための薬の量は少ないから、おいしい 

水なんだよ。」と、校区内に稲田浄水場があること 

や、そこから水が供給されていることを教えてく 

ださいました。 

水源の一部が校内を流れ、近くに浄水場がある 

など、本校の児童は、自分たちの問題として考え 

やすい環境にあり、恵まれていると思います。今 

年の４年生もこれまでの学習と自分たちの生活とを 

しっかりと関連付けながら真剣に話を聞くことが 

できました。美味しい帯広の水に誇りをもち、大 

切に守っていきたいという子どもたちの様子が伺 

える感想を紹介します。 
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チーム豊成の力を高め、「潤いと勢い」のある学校づくり 

キャリア 

課題対応能力の育成…自分たちの生活に直結する課

題を見つけ、できることを考え実践する力を育みま


